
淀川両岸一覧「赤川」絵図が描かれた地点

淀川両岸一覧「毛馬」絵図が描かれた地点

舟を引く所舟を引く所舟を引く所

毛馬の渡し毛馬の渡し毛馬の渡し

平太の渡し平太の渡し平太の渡し

平田の渡し平田の渡し平田の渡し

平田の大宮平田の大宮平田の大宮

現大宮現大宮現大宮

<上田勢至郎>
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赤川鉄橋より少し東、赤川寺という大寺院があ

り、室町時代文安年間に山王宮と称して近江の

日吉神社の御分霊を祀った神社があったとい

われており、それがこの神社であるといわれて

いる（また、当時の赤川寺は四天王寺に匹敵する、

大伽藍があったという）。

赤川寺は洪水や大坂夏の陣等の戦乱により廃寺となったが、この神社（正しくはヒエ神社）は類焼をの

がれ、戦前迄は本殿拝殿、絵馬堂があり氏神様として崇敬されてきましたが、空襲で殆どが焼失。しかし、

その後復興され、現在に至っています。

（明治３４年には、淀川拡張のため

北部を接収されました。約２００

ｍ南へ本殿が移され、現在の御鎮

座地となり、また、明治初年に山王

宮から日吉神社に改称されました。 

御祭神は須佐之男命－大年神－大

山咋神　穀物の守護神である）

　〈竹中靖子〉

ひってき

だいがらん
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